
2005年 出上の木簡

奈
良
・山
田
道
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
奥
山

２
　
調
査
期
間
　
　
第
人
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）

一
二
月
～
二
〇
〇

〇
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
黒
崎
　
直

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
～
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
奥
山
廃
寺
の
南
東
約
三
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
位
置
し
、
藤
原
京
条
坊
で
は

左
京
十
二
条
五
坊
東
北
坪

。
同

六
坊
西
北
坪
に
相
当
す
る
。
県

道
橿
原
神
宮
東
口
停
車
場
飛
鳥

線
の
拡
幅
工
事
に
伴

っ
て
、
三

六
三
ポ
を
発
掘
し
た
。

な
お
、
県
道
の
工
事
に
伴
う

山
田
道
の
調
査
は
こ
れ
ま
で
に

計

一
〇
次
を
数
え
て
い
る
が
、

古
代
の
阿
倍
山
田
道
に
関
わ
る

明
確
な
遺
構
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、　
一
九
九
〇
年
の
第
三
次
調
査
で

は
、
木
簡
四
点
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
〓
二
号
）。

第
八
次
調
査
区
は
、
東
区

。
中
区

。
西

一
～
三
区
の
五
区
に
分
か
れ
る
。
木

簡
は
、
西
二
区
で
検
出
し
た
素
掘
り
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
人
八
〇
か
ら

一
点
が
出
土

し
た
。
溝
の
規
模
は
幅
二
ｍ
以
上
、
深
さ

一
・
二
ｍ
。
南
の
丘
陵
部
か
ら
北
ヘ

廷
び
る
浅
い
谷
の
中
央
部
に
位
置
す
る
が
、
底
部
の
様
相
か
ら
掘
削
さ
れ
た
溝

と
み
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
三
人
人
○
か
ら
は
、
木
簡
の
ほ
か
、
木
製
品

（横
櫛
・
琴

柱

・
棒
・
部
材
）、
土
玉
、
飛
鳥
Ｉ
に
編
年
さ
れ
る
も
の
を
主
体
と
す
る
土
器
な

ど
が
出
土
し
た
。
土
器
の
年
代
観
か
ら
み
て
、
溝
の
埋
没
年
代
は
七
世
紀
中
頃

を
下
ら
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔問
　
　
　
［日
日日
ｉｌ
日
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μヽ
じ
×
］］
×
卜
　
ｏＰｏ

下
端
及
び
左
右
両
辺
は
削
り
、
上
端
折
れ
。
墨
痕
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
釈
読

は
困
難
で
あ
る
。
筆
慣
ら
し
の
類
か
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
二
〇
〇
〇
―

Ⅱ
』
全
一〇
〇
〇
年
）

同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
人

（一
一〇
〇
四
年
）

（市
　
大
樹
）

(吉野山)




